
公益財団法人鹿児島県住宅・建築総合センター（鹿児島県） （別添）

【事業名称】 かごしま空き家対策強化推進事業 -地域課題に応じた具体的取組方策の検討-

【事業の特徴】 ・特定空家の判断基準などの実務者向けガイドブックを作成
「保安上危険」について、１次判定（外観調査）及び２次判定（立入調査）の判断基準などを作成

・複雑な所有関係や所有者不明の場合の対応方策などを検討
「所有者情報の調査方法の手順」や「所有者の把握が難しい場合の対応等」を作成

・地域コミュニティの力を活用した空き家対策のスキームづくり検討
「空き家バンク運用のポイント」や「空き家活用のポイント」を作成

【取組の経緯（解決すべき課題と現実的に困っている内容）】

課題の大分類 課題の小分類 課題に関して現実的に困っている内容（具体例含む）

(1)特定空家等の
判断及び法に基
づく助言・指導等
の運用が手探り
の状況にある

○特定空家等の定量
的判断基準がない

・特定空家等の定量的基準がなく、空家等がどのような状態にあれ
ば特定空家等に該当するか市町村が判断に迷っている

○特定空家等の助言・
指導、勧告、命令等に
踏み切る基準がない

・特定空家等に必要な措置を講ずるための助言・指導、勧告、命令、
代執行に踏み切る基準がなく、次のステップに移行するにはどのよ
うな判断が必要か市町村が迷っている

(2)空き家の所有
状況が複雑で、
指導が困難な状
況にある

○空き家の権利関係の
把握や所有者の特定
ができない

・権利関係が複雑な空き家がある（法定相続により所有者が多い、
抵当権が設定されている、建物と土地の所有者が異なる など）
・所有者が不明な空き家がある（相続登記がされていない、所有者
の転居先不明など）

○空き家の適正管理の
ための意識啓発ができ
ない

・遠隔地に居住する空き家所有者に対して、意識啓発のための効
果的なアクセスができない

(3)空き家の改善
（解体や利活用）
が進まない

○空き家の改善（解体
や利活用）に係る情報
が整理されていない

・所有者にとって、解体や改修に係る経費負担が大きい
・所有者にとって、解体や改修を進める上で必要な情報が整理され
ていない 1
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【主な事業項目と取組内容・方法】
大項目 細項目 取組内容・方法

(1) 「空き家

対策実務者
のための手
引書」作成

○所有者特定の調査方法の検
討

・「空き家実例の対応策検討ワーキング」を設置し、市町村向
けに所有者情報の調査方法の手順を取りまとめ、調査に係
る留意点や所有者の所在の把握が難しい場合の対応等を
作成した。

○特定空家の判断基準作成 ・「特定空家判断基準等検討ワーキング」を設置し、市町村
向けに生命へ危害を及ぼす影響が最も高いと思われる「保
安上危険」について、１次判定（外観調査）及び２次判定（立
入調査）の判断基準を作成し、実際の空き家で調査員により
バラツキがないか検証を重ねるフィジビリティ調査を実施した。

○特定空家等に必要な措置を
講ずるための助言・指導・勧
告・命令・代執行の基準作成

・「空き家実例の対応策検討ワーキング」により、市町村向け
に助言・指導→勧告→命令→代執行と各プロセスに移行す
る際の運用のフローと運用のポイントを作成した。

○空き家活用方策の検討 ・地域による空き家活用事例の調査を行い、発意（きっかけ）、
現状、今後の課題等について、現地における取材などを行っ
た。
・空き家利用希望者の需要調査を行い、空き家バンクの成約
物件や問い合わせ内容等について把握した。
・「空き家活用策検討ワーキング」を設置し、市町村や空き家
所有者、地域コミュニティ向けに「空き家バンク運用のポイン
ト」や「空き家活用のポイント」を作成した。

(2)「空き家活
用のススメ―
地域の空き家
を活かそう！
―」の作成

【成果物】

①「空き家対策実務者のための手引書」
②「空き家活用のススメ ―地域の空き家を活かそう！―」（普及啓発パンフレット） 2
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【成果物の概要】
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■「空き家対策実務者のための手引書」の概要

はじめに

１．空き家対策の全体像

２．「空家等対策の推進に関する特別措置法」の概要

Ⅰ 空き家所有者の特定編

１．空き家所有者等の特定の重要性

２．所有者情報の調査方法

Ⅱ 特定空家等への対処編

１．特定空家等の判断及び特定空家等に対する措置を講ずる

際の考え方

２．特定空家等の判断基準の考え方

３．特定空家等への対処の運用フロー

４．「特定空家等に対する措置」に関する適切な実施を図るた

めの必要な指針（ガイドライン）を踏まえた運用のポイント

Ⅲ 空き家の活用編

１．空き家活用の事例

２．空き家バンクの事例

３．空き家活用のポイント

○所有者情報の調査方法の手順
行政情報による調査と実態調査に分けて、その手順及び
内容等を整理しています。
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【成果物の概要】
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○特定空家等の判定の流れ
生命へ危害を及ぼす影響が最も高いと思われる「保安
上危険」について、判断基準を整理しています。

○判定シート（１次判定）
後々の訴訟リスク等も踏まえ、「物的状態と判定内容を関
連づけて写真を撮っておくこと」等を喚起しています。
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【成果物の概要】
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■「空き家活用のススメ―地域の空き家を活かそう！―」の概要

１．空き家活用の『第一歩』

空き家の状況を確認しよう！

空き家もしっかり管理しよう！

空き家問題を地域で考えよう！

空き家活用の目的についてみんなで考えよう！

２．空き家活用の『次の一歩』

空き家活用の基本を知ろう！

空き家の活用方法を考えよう！

空き家活用の不安を解消しよう！

地域資源活用事例

３．空き家対策に係る相談窓口

各自治体の相談窓口

空き家に関する専門家の相談窓口

○空き家活用のすすめかた
空き家所有者が活用を発意した時のサポート体制と活用
の方向性等を整理しています。

空き家所有者

市町村の固定資産税通知時における同封（または公表のURL案内）

地域コミュニティ

空き家セミナー等の研修時における配布

○公表・配布の方法


